
「富士山の光と影」出版記念講演会 

富士山は 
世界文化遺産に 

登録されてよかったのか？ 

―富士山の現状と課題― 
 

グラウンドワーク三島は、２０年間以上にわたり、多くの人々のご支

援を受け、富士山の環境再生活動を展開してきました。１９９３年には、

富士山を「世界自然遺産」に登録するための署名運動や清掃活動、植林

活動などに取り組んできました。また、２０００年からは、富士山の五

合目と山頂に杉チップを活用した「環境バイオトイレ」の設置を技術的・

工事的・専門的・人的に支え、長年の課題だった、し尿の垂れ流し問題

の具体的な解決策をＮＰＯとして国内外に発信しました。 

２０１３年６月、富士山が「世界文化遺産」に登録されました。この

登録は、未来永劫、富士山を守り・伝えていく開発抑止への「覚悟の証」

であり、日本人の環境と観光との「共生の知恵」が、世界基準により評

価されることを意味しています。しかし、富士山では、世界遺産ブーム

によるオーバーユース（過剰使用）が起こり、抜本的な課題解決が見つ

からないことから世界遺産登録抹消の危機的な状況が危惧されています。 

そこで今回、都留文科大学において、「富士山学」を開講し、富士山の多様な魅力と現実的な実態

を知り尽くしている、渡辺豊博専務理事が、新著「富士山の光と影―傷だらけの山・富士山を日本人

は救えるのか！？―」（清流出版）を発売したことから、出版記念講演会を開催します。 

「水の都・三島」を支える母なる山・水の山の再生へのアプローチを学び、考えましょう。 
 

日 時  平成２６年 ６月１４日 (土）１５時００分～１６時３０分 

場 所  Ｖｉａ７０１ １階ホール（三島市本町 7－30、電話 055－973－0068） 

      ※JR三島駅から徒歩 10分、伊豆箱根鉄道三島広小路駅から徒歩 2分） 

講 師  渡辺 豊博（グラウンドワーク三島専務理事、都留文科大学教授・富士山学開講） 

参加費  無料 

申込み  自由参加（直接会場にお越しください） 

 

【問合せ先】ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島 （担当：村上、加藤） 

  住所：〒411-0857 静岡県三島市芝本町 7-11 

  TEL：(055) 983-0136 FAX：(055) 973-0022 

  E-mail：info@gwmishima.jp   URL：http://www.gwmishima.jp/  
  


